
５段階評価用

１　指定概要

２　評価結果

配点
評価

レベル 得点

１　施設の設置目的の達成（有効性の向上）に関する取組み ４０ ３６

（１）施設の設置目的の達成

○

○

○

指定管理者の管理運営に対する評価シート

所管課 農林水産部　森との共生推進室

評価対象期間 平成２６年４月１日～平成３０年３月３１日

施設概要

名　 称
大分県県民の森施設
（青少年の森、平成森林公園、神角寺展望の丘）

施設種別
レクリエーション･スポーツ

所在地 大分市大字廻栖野　外

設置目的

大分県県民の森における森林の持つ優れた自然を生かして、保健、休養及びレク
リエーションの場を提供し、森林に関する学習活動を促進し、その他森林の利用
を増進することにより、県民の健康な生活の確保を図るとともに、森林に関する県
民の理解を深める。

指定管理者

名　 称 公益財団法人森林ネットおおいた）

代表者名 理事長　重本　悟

所在地 大分市大字古国府字内山１３３７番地の１５

指定管理業務の内容

・青少年の森、平成森林公園、神角寺展望の丘で行う学習活動等の指導、
　施設の提供、森林レクリエーション等に関すること
・施設の維持管理及び修繕に関すること
・施設の利用受付及び案内に関すること
・施設利用の許可に関すること
・施設利用の促進に関すること

料金制度 利用料金　　　・　 　使用料　　　・　　　該当なし

指定期間 平成２６年４月１日～平成３１年３月３１日（５年間）

評価項目及び評価のポイント

20 5 20

①計画に則って施設の管理運営（指定管理業務）が適切に行われたか。また、施設を最
大限活用して、施設の設置目的に沿った成果を得られているか（目標を達成できたか）。

②施設の利用者の増加や利便性を高めるための取組みがなされ、その効果があった
か。

③複数の施設を一括して管理する場合、施設間の有機的な連携が図られ、その効果が
得られているか。

④施設の設置目的に応じた効果的な営業・広報活動がなされ、その効果があったか。

【評価の理由】

目標指標としているキャンプ場等の有料施設の利用件数については、目標値2,000件に対し、H26年度は2,865件
（達成率143％）、H27年度は3,311件（同166％）、H28年度は3,295件（同,165％）、H29年度は3,738件（同187％）と
全て目標値を上回っている。また、対前年比でも、H27は116％(H27/H26)、H28は100%(H28/H27)、H29は116％
(H29/H28)と、毎年増加していることは評価に値する。

指定管理者として、従来の新聞や情報誌への広告掲載に限らず新たな情報発信手法について情報収集を行
い、ホームページを改修し、利用者目線にたった情報発信（桜、ラベンダーの開花状況やキャンプ場の空き状況
等）を行い、また、更新回数も増加させたほか、ＳＮＳ活用やポスティングなど、新たな取り組みを積極的に行った
ことが利用者の増加の大きな要因である。

県が指定管理業務として義務づけた計１４回のイベント及びサービス改善提案事業に採用した年３回の「森のセ
ラピーツアー」に加え、自主事業として各種イベントを積極的に開催しており、中でも「さくら祭り」や「紅葉ウォーキ
ングイベント」では、それぞれ約800人、約300人の参加が毎年ある等、継続的な開催によるリピーターの獲得に
繋がっている。また、近隣に飲食ができる場所のない青少年の森展示館の空きスペース（旧キャンプ場宿直室）
を自己資金で「休憩室及びギャラリーコーナー（森林のカフェ）」に改修し、利用者へのサービス向上の取り組みも
行っている。



５段階評価用

○

（２）利用者の満足度

○

○

２　効率性の向上等に関する取組み ３０ ２６

（１）経費の低減等

○

○

○

（２）収入の増加

○

県民の森施設は青少年の森、平成森林公園、神角寺展望の丘の３施設で構成されており、これらの施設は３本
の縦貫林道で接続されているため、各施設を有機的に連携するには、日常的な林道の維持管理による動線の
確保が重要である。降雨等により発生した法面の小崩壊による崩土除去及び道路の草刈りなど適切に対処され
ており、一般利用者からの苦情等もない。
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①利用者アンケート等の結果、施設利用者の満足が得られていると言えるか。

②利用者の意見を把握し、それらを反映させる取組みがなされたか。

③利用者からの苦情に対する対応が十分に行われたか。

④利用者への情報提供が十分になされたか。

⑤その他サービスの質を維持・向上するための具体的な取組みがなされ、その効果が
あったか。

【評価の理由】

　キャンプ場利用者及びイベント参加者にアンケートを実施し、満足度や意見の把握を行っており、総合評価は
26年度～29年度の毎年、「ほぼ満足」と「満足」の合計が全体の９割（キャンプ場利用者：96%、イベント参加者：
92％）を越えている。1,000人以上の不特定多数が参加するラベンダー祭りでもアンケートの回収率が65%と高く、
利用者から概ね好評価を受けていると判断できる。

アンケートを通じて把握した利用者意見について、職員間で共有する体制を整備するとともに、事案に応じて、指
定管理者自ら又は県による対応等により、当該意見への対応を行っている。
　（指定管理者による対応例）
　・イベントの開催場所や施設の場所がわかりにくいとの声に対し、イベント毎に簡易看板を設置。
　・野外トイレの床が凍結しており、滑って危ないとの声に対し、滑り止めを設置。
　・ツリーハウスに階段を設置してほしいとの声に対し、職員自作の階段、机、イスを設置。
　・キャンプ場での雨天対策として、ブルーシートで雨よけを設置し、雨天でもＢＢＱができるよう工夫。
　（県による対応例）
　・和式トイレは使いずらいとの声に対し、順次、洋式トイレに改修中。（H26管理事務所、H27展示館、H29香りの
広場）
　・キャンプ場に降雨時避難する場所がないとの声に対し、雨天時でもBBQができる休憩舎を新設(H29）

20 4 16
①施設の管理運営（指定管理業務）に関し、経費を効率的に低減するための十分な取組
みがなされ、その効果があったか。

②清掃、警備、設備の保守点検等の業務について再委託が行われた場合、それらが適
切な水準で行われ、経費が最小限となるよう工夫がなされたか。

③経費の効果的・効率的な執行がなされたか。

【評価の理由】

有料施設の利用実績が増加するに伴い、警備員の人件費等の経費が増加するはずだが、増加していないこと、
また、収支の改善を図りながら、利用促進のための広報等に取り組みその経費を捻出していることは評価でき
る。

外部委託を行う場合には、２者以上の見積り合わせを行うことで経費の低減に努めている。
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①収入を増加するための具体的な取組みがなされ、その効果があったか。

【評価の理由】

年間使用料収入目標額1,894千円に対し、H26年度は2,301千円（達成率121％）、H27年度は2,636千円（同
139％）、H28年度は2,512千円（同113％）、H29年度は2,868千円（同151％）と各年度とも目標値を大幅に上回っ
ており、非常に評価できるものである。

施設の管理を一部直営とすることで、経費の低減を図っている。
・多目的広場の草刈り、ラベンダー園の除草などの管理については地元の住民を雇用して実施
・芝刈りについて、業者委託を減らし芝刈り機を購入して一部区域を直営で実施
・道路管理について、小規模の崩土除去を業者委託とせず直営で実施



５段階評価用

○

○

３　公の施設にふさわしい適正な管理運営に関する取組み ３０ ２４

（１）施設の管理運営（指定管理業務）の実施状況

○

○

○

（２）平等利用、安全対策、危機管理体制など

○

○

○

○

③地域や関係団体等との連携や協働が図られたか。

③利用者が平等に利用できるよう配慮されていたか。

収入が増加した要因としては、指定管理者がホームページを改修し、キャンプ場の予約状況を掲載したほか、近
隣の大分市立のつはる少年自然の家と協働で、キャンプ場を使用した飯ごう教室を開催する等、日帰り利用の
増加に取り組んだことが挙げられる。

自主事業として、展示館の空きスペースを改修した「森林のカフェ」でのコーヒーの提供や県民の森フォトコンテス
ト入賞作品をプリントしたインスタントコーヒーの販売、キャンプ場での薪やバーベキューセットの貸出し等を行
い、獲得した収入を活用し、自主イベントの開催等、利用者のサービス向上に取り組んでいる。
（自主事業収入：H26 1,655千円、H27 1,638千円、H28 1,773千円、H29 1,479千円）

15 4 12
①施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員の配置が合理的であったか。

②職員の資質・能力向上を図る取り組みがなされたか。

【評価の理由】

【評価の理由】

通常の管理業務や小規模のイベント実施については必要最小限の人員で行っており、また、来場者数の多いイ
ベント（さくら祭り、ラベンダー祭り）開催時には、森林ネットおおいた本部から応援のための職員を多く配置し、人
員不足によるサービス低下が発生しないよう、業務量に応じた体制を確保している。

職員が自然観察指導員養成、救命講習などの研修会に参加することで、技術力向上を図った。また、労務作業
者に対して草刈り機・芝刈り機・高所作業車の操作整備等の技術指導を行い、安全対策に努めている。

地域や関係団体等との連携や協働を積極的に行っている。
・森林ボランティア団体（ＮＰＯ・地元公民館等）に対する支援活動。
・大分市が平成森林公園で近年開催しているトレイルラン大会に実行委員として参画。
・大分市のつはる少年自然の家と連携した青少年の森林での学習活動などの支援活動。
・管理事務所に通じる市道の清掃を地元住民と共同実施。
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①関係法令(地方自治法、労働関係法令、通則条例、設置条例等)が遵守されているか。

②施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切に実施されているか。

④施設の管理運営（指定管理業務）に係る収支の内容に不適切な点はないか。

⑤管理物件の修繕や日常の事故防止などの安全対策が適切に実施されていたか。

⑥防犯や事故等の危機管理体制、防災士の配置など、防災に係る体制が適切であった
か。

⑦防災に関する研修・訓練が効果的に実施されていたか。

⑧事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか。

関係法令は遵守されており、個人情報の保護対策としては、法や条例に基づき、情報公開規定・個人情報保護
規定・文書等取扱規定などの諸規定を整備しており、日頃から個人情報保護に努め、漏洩等の事故は発生して
いない。

施設の利用受付にあたっては、施設設置条例及び施設利用規則等を遵守し、公平・平等な取扱いを行ってい
る。

施設点検及び緊急時に対する対応については、安全管理マニュアルを整備しており、毎日、施設点検及びパト
ロールを実施している。また、地区の生活道にもなっている44kmの管理林道については、台風や豪雨時などで
災害が発生する可能性が高い緊急時の際には、迅速に対処し、事故や利用者からの苦情もなく管理されてい
る。

野外、特に森林での活動は、スズメバチやマムシ等、利用者の安全の確保が重要である。指定管理者は、通常
の巡視に加え、イベントの開催等、団体での利用がある予定されている場合は、会場となる森林等にスズメバチ
の巣の有無やマムシがいないかを事前に確認し、発見した場合は速やかに除去する等、利用者の安全確保に
取り組んでいる。



５段階評価用

【選定委員の意見】

【総合評価】

○

○

【指定管理者評価部会の意見】

１

１

２

３

「施設の設置目的の達成」について【評価は妥当との判断】
・目標値2千件は低く感じられ、これに対する達成率だけでは高い評価にあたらないが、前年度に対する上昇率も加
味すると評価レベル「５」は理解である。
「利用者の満足度」について【評価は妥当との判断】
・利用が家族連れか大人だけか等、利用形態についてもアンケートしていると、利用の増減の分析に使える。アン
ケート内容は、もう少し掘り下げてほしかった。
「経費の低減等」について（選定委員の合議により評価レベル「４」に訂正）
・事務局案は評価レベル「３」となっているが、現行指定管理者の収支をみると、29年度の管理費は27,28年度と比べ
若干だが減少している。その分、集客は大事だということでイベント費に回しているともみれる。年々、労務単価が上
昇する中で、広大な施設の管理を行っており、管理費が増加していないことを通常ベースというか頑張っているという
か評価が分かれると思う。
・利用が増えれば費用が増えるはずなのに増えていないのは評価していいのではないか。
「収入の増加」について【評価は妥当との判断】
「施設の管理運営（指定管理業務）の実施状況」について【評価は妥当との判断】
・大分市のイベント等、他団体との連携もしっかり実施しており、評価できる。
「平等利用、安全対策、危機管理体制等」について【評価は妥当との判断】
・森林の利用では、スズメバチやマムシなどに対する対策は必須。事故がなかったことは評価できる。

合計得点（100点満点） ８６ 評価ランク（Ａ～Ｅ） B

〔評価の理由〕

県民の森施設は山間部に広範囲に点在し、また天候が集客に大きく影響する施設であるため、屋内施設と比較して
厳しい管理運営の条件下にもかかわらず、事故等の発生もなく、利用件数及び使用料収入額が順調に伸びている。
さらに利用者による満足度調査の結果、満足度が高く好評を得ており、リピーター客の定着が見受けられる。また、
森林での活動等に対する安全確保に日頃から努めており、支出面においても適切に履行されていることから、指定
管理者として適切に施設の管理運営を行っていると判断されるため、評価に値する。

〔今後の対応〕

利用件数及び使用料収入額が順調に伸びており、引き続き、施設の管理運営を適切に行うことで、学習活動・レク
レーションの場としての利活用が期待できるが、５月連休・夏休みシーズンにおいては、自転車・キャンプ場などの施
設利用件数が増加するが、一方秋の紅葉シーズンについては利用件数が低調であることから、施設の利用促進を
図るため、H31年度に完成予定の大分川ダムや道の駅等周辺施設への観光客を県民の森に呼び込むための働き
かけが必要である。

【評価】
イベントチラシのポスティング、ホーページの改修やアクセスマップの作成など広報の工夫により、利用者数も目標値
を大幅に達成しており、取組は高く評価できる。

【意見】
広大な施設を活用し、ドローンの操作の練習場所としたり、林道パトロールにドローンを活用するなど、ドローンを全
面に出した新たな取組を検討してみてはどうか。

季節毎の写真を掲載するなど、ホームページの更なる充実を図っていけば、更なる利用者増につながるのではない
か。

ＰＴＡ組織等で保護者向けにＰＲしてはどうか。


